
 ９月４日　差し替え版

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０３-５４３１-１４８１

　　　ｅ－mail　　higashigaoka-po@thcu.ac.jp

　　担当部局名　東が丘・立川看護学部等事務部

　　　職名・氏名　　事務
ジ ム

部長
ブチョウ

　利光
トシミツ

　重信
シゲノブ

　　　電話番号　　０３-５７７９-５０３１

　　　（夜間）　　０３-５７７９-５０３１

平成２９年５月１日現在

　作成担当者

東京医療保健大学大学院　看護学研究科　看護学専攻(D)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る改善意見等対応状況報告書

学校法人青葉学園　　　

[平成26年度設置］

　　　計画の区分：研究科の専攻に係る課程の変更
　　　　　　　　　　　　　　　注１

届出 

大学番号：０００  注３ 
大学番号：０９６  注３ 
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修業年限 入学定員 収容定員
年 人 人

　看護学研究科 保健衛生学関係 3 2 6 基礎となる学部等
　　看護学専攻（博士課程） (看護学関係)

東が丘・立川看護学部
　　博士（看護学）　

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人青葉学園

（２） 大　学　名
　　　　東京医療保健大学大学院

（３） 大学の位置

　　　〒１５２－８５５８　　　　　　　　　　〒１４１－８６４８

　　（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　　　ください。

　　　東京都目黒区東が丘二丁目５番１号　（東京都品川区東五反田四丁目１番１７号）

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　　  ・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

（４）調査対象研究科等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備考

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

学位又は学科の
分野
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

≪ＡＣ対象学部等≫

医療保健学部

　看護学科 4 100 - 400 学士
（看護学）

1.16 平成17年度

　医療栄養学科 4 100 - 400
学士

（医療栄養
学）

1.07 平成17年度
東京都世田谷区
世田谷3-11-3

　医療情報学科 4 80 - 320
学士

（医療情報
学）

0.81 平成17年度 同上

　

東が丘・立川看護学部

　看護学科 4 200 - 800 学士
（看護学）

1.09 平成22年度

　

医療保健学研究科

　医療保健学専攻 2 25 - 50 1.10 平成19年度

　(修士課程)

　医療保健学専攻 3 4 - 12 1.25 平成21年度 同上

　(博士課程)

看護学研究科

　看護学専攻 2 30 - 60 1.01 平成22年度

　(修士課程)

　看護学専攻 3 2 - 6 1.33 平成26年度 同上

　(博士課程)

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

修士
（看護学）
(助産学)

博士
（看護学）

東京都品川区
東五反田4-1-17

東京都目黒区
東が丘2-5-1

東京都品川区
東五反田4-1-17

東京都目黒区
東が丘2-5-1

２　既設大学等の状況

　○　○　短　期　大　学

　東　京　医　療　保　健　大　学

修士
（看護マネ
ジメント

学）
(感染制御

学)
(医療栄養

学)
(医療保健情

報学)
(助産学)

(周手術医療
安全学)

(滅菌供給管
理学)

(看護実践開
発学)

博士
（感染制御

学）
(周手術医療

安全学)
(看護学)
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　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日

教　授

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）

　　　　を記入してください。

4 4

（4） （4）

（0）

（6）

2
2 0

（14）（0）

研究指導教
員数

研究指導補
助教員数

65

講義のみ担
当の教員数

12

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

0

講義のみ担
当の教員数

年齢構成

（12）

130

（2）

166
14

研究指導教員
数

研究指導補
助教員数

11

　　　　と修正して記入してください。

３　教員組織の状況

＜看護学研究科　看護学専攻（博士課程）＞

　　　・専門職大学院の場合は，「研究指導教員」を「研究者教員」と，「研究指導補助教員」を「実務家教員」

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」

　　　　に二段書きで記入し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，

　　　　（　）内に開設時の状況を記入してください。

教　授 准教授 講　師 助　教

　　　　（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて

　　　　専任教員として採用されている　教員数を記入してください。

計 助　教

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢

准教授

報告書提出時（上記（Ａ））の教
員のうち、定年を延長して採用し

ている教員数

1

計
（Ａ）

講　師

6

6

歳 名

　（２）　専任教員数

　（３）　年齢構成

設　置　時　の　計　画 現在（報告書提出時）の状況

0

名 名 名

　　　　文部省告示第百七十五号）により算出される教員数を記入してください。

　（１）　設置基準上の必要専任教員数

現在（報告書提出
時）における設置
基準上の必要研究

指導教員数

現在（報告書提出
時）における設置
基準上の必要研究
指導補助教員数

うち、現在（報告
書提出時）におけ
る設置基準上の必

要教授数

6 4
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意見 履行状況 未履行事項についての実施計画

・授業改善およびハラスメン
ト等の防止のため、匿名性に
留意しつつ学生の意見を聞く
仕組みを構築すること。

改善意見

　博士課程の学生を対象にしたペー
パーベース（自記式無記名の調査
票）の授業評価を行い、学生から出
された意見を基に改善を図ることと
する。
　ハラスメントを防止するために、
学生相談員（常勤、学部と兼任）を
配置している。博士課程の学生が、
学生相談員の勤務時間以外にも相談
できる仕組みとして、大学院学生支
援委員会を設置し、学生がいつでも
相談できるようにした。

４　前年度のＡＣ調査において付された意見への対応状況

・学生が予見性を持って計画
的な学修ができるよう、博士
論文の審査までにどのような
要件を課すのか、学生に対し
て事前に周知すること。

改善意見

　博士論文の審査までに、以下の過
程を経ることを入学時のオリエン
テーションで徹底し、計画的に学修
できる環境を整える。
１．指導教員とディスカッション
し、博士課程1年次の10月までに研
究テーマおよび研究方法を決め、コ
ロキウム（＊）において報告して検
討し、必要に応じて研究方法等の修
正を行う。
（＊）博士課程の全学生と全指導教
員が定期的に集まり、文献抄読や関
連分野についての「15分レク
チャー」などを行い、情報共有と意
見交換を図る集会。
２．博士課程2年次および3年次に
は、研究結果の一部を関連する学術
集会（日本看護科学学会、日本看護
研究学会、日本看護教育学会など）
において口頭発表またはポスター発
表を通して、学外の研究・教育者と
意見交換を行い、その後の研究の進
め方等の参考とする。
３．博士論文提出前に、その内容を
コロキウムで発表する。

　指導教員による個別指導が定期的
に確実に行われるように徹底する。
コロキウムでは、各自の研究の進捗
状況に合わせた文献を紹介し、関連
分野の動向を15分レクチャーで報告
するので、研究の進捗状況を客観的
に把握することができる（文献や15
分レクチャーのテーマは、1年次
は、指導教員が提示し、2年次、3年
次は、指導教員の助言を受けて各自
が選定する）。
　2年次および3年次の学会発表（一
部の学生は、学術誌等への掲載）を
努力義務化することにより、研究の
進捗を促す。本年（平成29年）3月
に4人全員が3年間の修了年限内に博
士を修得することができた。
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その他意見

　看護学の将来を担う研究教育者を
育成するという喫緊の必要性を背景
として、博士課程に在籍する本学の
教員は少なくない。このような状況
で、公平公正な指導や評価が重要で
あることは当初から強く認識してい
る。とくに審査の過程での公正性の
確保は不可欠である。そこで、審査
は5名の審査員によって行うことと
し、内2名を学外の審査員にお願い
している。学外の審査員の選考にあ
たっては、当該論文の専門性を最優
先し、研究科教授会で決定すること
を内規に定めている。本年修了の4
名の審査会でも外部審査員の先生方
から厳正なご指摘をいただき感謝し
ている。
　博士課程に在籍する教員には、本
学の教育研究等の業務が最優先され
るので、コロキウム（月1～2回）の
実施時間帯は18：00～20：00に、論
文の集中指導の日程は土曜日および
日曜日に設定し、本来業務に支障の
ないようにするとともに、博士課程
に在籍していない教員との公平性を
図っている。
指導方法や指導内容等に関しては、
個々の学生の論文のテーマによって
それぞれ異なるので、画一的な取り
扱いや内規の制定は難しいと考えて
いるが、これに関しては、今後の経
験を踏まえて検討していきたい。

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

（注）・前年度のＡＣ調査において付された意見への対応状況を具体的に記入するとともに，

　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　なお，未履行事項がある場合は，今後の実施計画を具体的に記入してください。　　

・自大学の教員を学生として
研究指導等をする場合、公平
公正な研究指導等が行われる
よう、指導方法や内容等に関
する取扱いを内規等に定める
ことが望ましい。
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